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ー富山県総合的雇用対策改定一

とやま感動案内

有峰ふるさと自然公園

7 

9 

行ってみよう情報

12 

13 

14 

1 1 

とやまのやる気・元気

バルーンクラブ量気楼代表

松田浩壮さん

インフォメーション

県政ミニガイド

-
「
と
や
ま
賞
」
は
置
県

百
年
を
記
念
し
て
昭
和

五
十
九
年
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
将
来
性
ゃ

ん的
独
自
性
、
国
際
性
と
い

M

っ
た
観
点
か
ら
選
考
さ

削
れ
た
県
出
身
や
県
内
在

甜
住
の
方
々
に
贈
ら
れ
て

ほ
い
ま
す
。
今
年
で
十
七

悦

回

目
、
受
賞
者
総
数
は

陀
百
件
と
な
り
ま
し
た

0

.
今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す
。
学
術
研
究
部
門
で
は
渡
濯
剛
さ
ん

(
富
山
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
助
教

捜
)
、
若
林
孝
一
さ
ん
(
弘
前
大
学
医
学

部
教
授
)
、
宮
部
寛
志
さ
ん
(
富
山
大
学

教
育
学
部
助
教
授
)、
芸
術
文
化
部
門

で
は
本
木
克
英
さ
ん
(
映
画
監
督
)
、
ス

ポ
ー
ツ
部
門
で
は
荒
瀬
洋
太
さ
ん
(
シ

ド
ニ
ー
五
輪
競
泳
自
由
形
代
表
)
、

。コ

ー
ル
ド
ウ
イ
ン
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
み

未
来
を
拓
く
人
材
の
育
成

平
成
十
二
年
度
「
と
や
ま
賞
」
贈
呈
式

園
富
山
県
の
将
来
を
担
う
有
望
な
人

材
を
顕
彰
す
る
「
と
や
ま
貰
」
の
贈
呈
式

が
県
民
会
館
で
行
わ
れ
、
学
術
研
究
や

芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
れ

た
功
績
を
あ
げ
た
玉
名
と
一
団
体
に
表

彰
状
と
奨
励
金
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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十
月
の
本
大
会

め
ざ
し
熱
戦 5月

四
十
七
人
の
選
手

ち
た
ち
が
熱
戦
を
繰

計
り
広
げ
ま
し
た
。

措

置
ぎ
ら
り
ん
メ
イ

す開
ト
」
「
き
ら
り
ん
ハ

展蜘
ー
テ
イ
|
」
な
ど

熱
干
三
百
人
以
上
も

の
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
。
手
話
や
誘

導
、
要
約
筆
記
な
ど
講
習
会
で
学
ん
だ

対
応
方
法
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

園
開
・
閉
会
式
入
場
整
理
券
の
申
込
受

付
や
応
援
サ
ポ
l

タ
ー
の
募
集
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
十
月
二
十
八
日
と
二

十
九
日
開
催
の
本
大
会
へ
足
を
運
ん

で
さ
わ
や
か
な
感
動
を
体
験
し
よ
-
っ
。

き
ら
り
ん
び
っ
く
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

-
十
月
に
富
山
市
で
開
催
さ
れ
る
第

三
十
六
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
き
ら
り
ん
び
っ
く
富
山
」
。

そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
富
山
市
内

の
五
会
場
で
行
わ
れ
、
選
手
や
役
員
、

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
六
千
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

-
個
人
四
競
技
、
団
体
三
競
授
か
行
わ

れ
、
本
大
会
出
場
を
め
ざ
す
九
県
八
百
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5月

自
然
を
尊
び
、
自
然
を
愛
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
養
成
講
座
が

ス
タ
ー
ト

-
「
富
山
県
自
然
保
護
講
座
(
ジ
ュ
ニ

ア
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
)
」
の

開
講
式
が
富
山
市
で
行
わ
れ
、
県
内
の

小
中
学
生
四
十
三
人
が
初
日
の
講
義

に
望
み
ま
し
た
。

-
問
合
せ
身
体
障
害
者
「
今
小
l
ツ
大
会
室
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-
こ
の
講
座
は
、
自
然
保
護
の
精
神
を

身
に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。
九
月
ま
で
行
わ
れ
る
講

義
六
回
(
十
八
時
間
)
と
現
地
研
修
三

とやま音のある風景

ねつおくり太鼓ねいの里での野外実習 (6月10日) 15 

高速ネットワークの幕開け
北陸自動車道全線開通

とや

昭和63年7月初日(水)

1988 

な
さ
ん
。

受
賞
、が
は
ず
み
と
な
り
、
さ
ら
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
財
団
法
人
富
山
県
未
来
財
団
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5月

緑
、
が
っ
つ
む
豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り

第

一
同
と
や
ま
森
の
祭
典

-
平
村
の
た
い
ら
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
広
場
で
農
林
漁
業
関
係
者
や
花
と

み
ど
り
の
少
年
団
な
ど
干
六
百
人
の

参
加
の
も
と
「
第
一
回
と
や
ま
森
の
祭

回
(
う
ち
宿
泊
研
修
二
回
)
を
通
し
て
、

富
山
県
の
動
植
物
の
生
態
な
ど
に
つ
い

て
学
習
す
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
受
講
者
同
講
義
の
中
で
最
も
興
昧

を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
感
想
文
を
提

出
し
た
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス

ト
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
認
定
後
は
、
自

然
保
護
活
動
へ
の
協
力
や
自
然
解
説

活
動
の
体
験
な
ど
を
自
発
的
に
重
ね
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
活

動
が
、
将
来
の
富
山
県
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス

ト
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
自
然
保
護
課
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6月

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
多
彩
に
活
用

県
総
合
運
動
公
園
「
屋
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
が
オ
ー
プ
ン

国
富
山
市
南
中
田
の
県
総
合
運
動
公

圏
内
に
「
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
冬
の
聞
や
雨
の
時
に

も
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
土
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
す
。

-
こ
の
施
設
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策

の
補
助
金
な
ど
有
利
な
財
源
を
活
用

し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
内
部

県広報と哲彦 2000.7圃 1

おやしら

令こFZ号司最後の未開通区間であった親不

知・子不知の「天険」を有する朝日IC-名立

谷浜IC聞が完成し、北陸自動車道の全線が

開通。越中境パーキングエリアで開通式が

行わオk新たな高速ネットワークの幕開けを

ネ兄ったφこれで関越・名神・東名と接続し、

円本の中央部に巨大な環状高速道路網カ形

成されることになり、流通の拡大や企業進

出、観光客誘致などに大きな効果を発揮。

交通量も年々増え続け、平成11年度は1日

平均約2万台(県内平均)と、昭和63年度の

約1.5倍にものぼる@現在、能生IC一越中境

PA間では4車線化工事が進められており、今

年度中には全線が4車線となる。県内の産

業・観光

の大動脈

は、ます

ますで利用

しやすく

なる。

本誌は古紙100%の再生紙を使用しています。

典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

回
こ
の
祭
典
は
、
県
植
樹
祭
が
五
十
回

を
迎
え
た
の
を
機
会
に
、
秋
に
開
催
し

て
い
た
県
育
樹
祭
と
統
合
し
た
も
の

で
、
森
林
に
関
す
る
県
民
の
知
識
と
理

の
空
間
は
、
長
さ
六
十
五
メ
ー
ト
ル
、

幅
七
十
メ
ー
ト
ル
、
天
井
ま
で
の
高

さ
は
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
二
十
五
メ
l

l

卜
1
レ。

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
試
合
が
可
能
な
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
、
野
球
な
ど
で
も
実
戦
に
即

し
た
練
習
が
で
き
ま
す
。

-
併
設
の
管
理
棟
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
ル

ー
ム
や
更
衣
室
の
ほ
か
、
利
用
者
が
く

つ
ろ
げ
る
ロ
ビ
ー
を
用
意
。
各
種
健
康

ス
ポ
ー
ツ
、
運
動
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
多
彩
に
活

用
で
き
ま
す
。

-
利
用
の
申
込
み
、
問
合
せ

県
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
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 開館式のあと行われたアローズ北陸の練習試合

越中境で行われた開通式

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

-
こ
の
日
は
、
椿
や
山
桜
な
ど
の

苗
木
五
百
本
あ
ま
リ
を
植
樹
し

た
ほ
か
、
木
工
教
室
や
苗
木
の
無

料
配
布
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
森
林
は
土
砂
災
害
の
防
止
や

者
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

到
な
ど
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
私

始
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
て
い
ま

附
す
。
県
で
は
、
美
し
い
ふ
る
さ
と

担
を
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
、
花
と

酎
緑
の
県
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

制

す

。

苗-
問
合
せ
県
庁
林
政
課
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